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おわりに

【論文（報告書）の内容】

１．研究目的

コンビニエンスストア業界の現状を受けて、コンビニ各社は生き残りをかけた様々な

戦略を手掛けている。そして、コンビニ経営者にとして、コンビ二の現状を十分に認識し

たり、経営戦略を具体的に分析したり、全体的にコンビニ業界の動向を把握したり、自社

の優位を維持することと不足点を改善することが非常に重要になっている。日本現在の大

手三社のコンビニの企業状況を紹介して、経営戦略を分析と比較してから、財務データの

分析と合わせて、これからの経営戦略を考えて行く、コンビニの利益を拡大する、またはコンビニエ

ンスストア業界の将来性のことを目的として、研究を行う。

２．研究方法

先行文献から研究を行う、コンビニエンスストアに関する歴史を認識してから、コンビニの基本事

項を紹介しており。日本コンビニエンスストア大手三社について、それぞれの事業戦略、競争戦略、価

格戦略、出店戦略などを分析しながら比較研究も行う、そして、会社の有価証券報告書に基づく、コン

ビニ各社について、それぞれの収益性、安全性、成長性を分析してから比較研究を行う、そうすると、

経営戦略と財務データの分析を合わせて、今後の新たな業態についても考えて行きたい。

３．研究内容

論文には、まず小売業中のコンビニエンスストア、食品スーパー、百貨店二対テ、それぞれの現状

と最新動向を紹介しており、業績が堅調してきたコンビニ業界の既存店の成長が鈍化してきた現状を分

かった。そして、論文の第 3章には、コンビニエンスストア業界の基本事項を紹介しながら、食品スー
パーシステムとの比較も行っており、コンビニについて、｢いつでも買える｣、｢どこでも買える」、｢何

でも買える｣三つの特徴を認識した。

続けて研究を行って、コンビニ大手三社の代表的な経営戦略を分析することに入って、セブン‐イレ

ブンの出店戦略のドミラント方式、販売戦略のオムニチャネル戦略について、それぞれのメリットを認

識した。ローソンの店舗ファマート展開の差別化、ファミリーマート海外発展についての海外成長戦略



の分析を行った。論文の最後には、コンビニ各社の有価証券報告書に基づく、日本コンビニエンススト

ア業界 5社の収益性、安全性、成長性を中心として、財務データの分析を行っており。

４．仮説

日本国内コンビニエンスストアの店舗数が５万店近づく、コンビニ市場が飽和という現状を受けて、

コンビニ業界の利益を拡大するために、将来的には、コンビニ業態がこれから新たな業態に変わってい

くと考えられる。本研究には、コンビニの将来性について、以下２つの仮説を考えており。

(１)セブン‐イレブンのオムニチャネル戦略から、コンビニは物流業態に変わって行く可能性がある。

(２)コーヒーの始めるところから、新たな発想によるコーヒー市場はコンビニエンスストアのも一つ

の将来性と考えられる。

５．研究結果

以上のようなことから、本研究では、コンビニ業界の上位の 5社の経営戦略を分析する時、各コンビ

ニエンスストア会社には、さまざまな経営戦略を行っているが、自社の利益を確保ために、独自な経営

戦略を行っていることを認識した。たとえば、セブン‐イレブンのドミナント出店戦略、オムニチャネ

ル戦略、ローソンの差別化戦略、またはファミリーマートの海外成長戦略について、それぞれの特徴を

認識した。最後では、食品スーパーと比べると、コンビニエンスストアの優位性を認識したが、論文の

財務データ分析研究をみると、コンビニエンスストア業界の優位性だけではなくて、現在まで業績は堅

調があったコンビニエンスストア業界の問題点も認識した。コンビニエンスストアの現状と最新動向、

基本事項、経営戦略と財務データの分析を行って、以下の様なであると結論付けることができる。

(1)コンビニエンスストアの基本事項については、コンビニの「いつでも買える、買い物時間の便利

性」、「どこでも買える、買い物場所の便利性」、「何でも買える、品揃えの便利性」三つの特徴を認識し

た。

(2)コンビニの店舗数が多くて、コンビニの便利性と考えられるが、店舗数が 5 万店に近づく、コン

ビニ市場の飽和状態を認識した。

(3)コンビニの上位と下位の格差が拡大しているが、大手三社の既存店の成長性も鈍化している、こ

れから、オムニチャネル戦略とコーヒー戦略を中心として、新たな業態に変わって行くができる、

(4)コンビニエンスストアはこれから宅配サービスとコンビニよるコーヒー市場の新業態が生まれる。
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